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1. はじめに 

1.1 調査活動の背景 

IT（情報技術）の進歩により，機械や設備のみならず，生

体を含む様々なシステムを計測・収集されたデータの信号

処理・統計処理に基づいて診断・監視する技術や手法の重

要性がますます高まっている。このような診断・監視技術

においては，種々の分野において共通の基盤技術として利

用されているものが多い。本協同研究委員会では，診断・

監視に関する共通基盤技術について，適用対象を限定せず，

分野横断的に幅広く議論を行い，ある分野で有効に活用さ

れている診断・監視技術の一般化，および他分野への展開

を図るとともに，データに基づいた診断・監視のための系

統的手法を確立することを目的として活動を進めてきた。 

現代社会においては，家庭用製品から工場設備に至るま

で，安全性の確保と効率的な運用の双方が社会的に強く要

請されている。設備や装置を安全，かつ効率的に運用する

ためには，これらの劣化状態を的確に把握し，効率的なメ

ンテナンスを行うことも必要であり，日々収集されるデー

タ，定期検査の際に得られたデータを基に設備や装置の監

視，ならびに劣化を診断する技術が今後ますます重要にな

る。また，生体系も一つのシステムとして捉えることがで

き，臨床上の病気診断やライフサイエンス等の分野で用い

られる技術や手法も設備や装置などの監視・診断・検査と

共通の土壌に立つものも多く，このような診断・監視技術

の進展は，各分野での深化によるばかりでなく，分野相互

での研究事例，開発技術を協同して報告・紹介することに

よって相乗効果を得て加速することが可能となる。つまり，

包括的な研究調査を遂行できる場としての協同研究委員会

の設置は，診断・監視技術の一層の発展に大きく寄与する

ことになる。 

近年では，IT の進展により，データの収集や保管は容易

になってきているものの，記録・収集されたデータが有効

に活用されていないことが多いという問題がある。また，

故障診断等においては，そのデータを収集すること自体が

困難な場合も多く，健全性の評価という観点からの教師な

し学習法の適用等の技術の開発には，異分野間でのデータ

の共有化をはかり，収集困難なデータの蓄積や手法の有効

性を確認するために異分野データの使用を可能とすること

も必要であると考えられる。しかしながら，例えば工学系

と医学系の技術連携は一部に限られており，設備の故障診

断等を含め，分野横断的な研究はあまり盛んでないのが現

状である。また，近年の社会インフラのスマート化や IT の

オープン化によって，制御システムにも PC やサーバー，イ

ーサネットなどの標準技術が次々と導入され，情報システ

ムとのネットワーク接続，汎用プラットフォームでの制御

システムの利用が進んでおり，自然災害（震災等）やネッ

トワークへの不正侵入といったセキュリティ犯罪への対策

が求められている。すなわち，従来はクローズドなネット

ワークの中で運用され，直接的な脅威から守られてきた制

御システムに対するセキュリティ対策が重要視されてきて

いる。制御システムのセキュリティ対策には，信号系の診

断・監視技術，リアルタイム監視技術が重要であり，この

ような診断・監視技術の開発には，狭義の診断・監視技術

に携わってきた技術者だけでは解決できない問題も含ま

れ，幅広い知識と経験が必要である。以上のような観点か

らも診断・監視とその周辺技術に携わる技術者，研究者が

集い，検討，議論する場としての本協同研究委員会の意義

は大きい。  

本協同研究委員会では，以上のような診断・監視とその

周辺技術の基盤研究，およびその応用研究について，研究

事例を中心にして現状を考察し，様々な分野で用いられて

いる共通基盤技術・手法，ならびにそこから見える課題を

明らかにして，今後の発展を展望した。更に，こうした調

査研究活動で得られた知見を踏まえて，電気学会研究会へ

の協賛や産業応用部門大会でのシンポジウム等の実施を通

じ，様々な関連技術分野への診断・監視技術のさらなる発

展と啓蒙について検討した。 
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